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○酒類業を取り巻く環境は、人口減少社会の到来、高齢化等に伴い変化している。

出典：国税庁　統計年報（長期時系列データ）。統計局　人口推計（長期時系列データ・各年次）。厚生労働省　国民健康・栄養調査（平成24年）

 なお、平成22年度の酒類の消費数量は、東日本大震災の影響により基礎資料が未集計である仙台局における消費数量を昨年の数量と同数として作成している。

1. 酒類業を取り巻く概況

人口の推移 成人人口の推移人口は減少傾向にある。 
成人人口に占める60歳以上の人口割合は、平成元年の23.3％

から平成26年は40.0％と増加傾向にある。 

週に３日以上飲酒し、飲酒日１日あたり１合以

上を飲酒する者は全体的に低下傾向にある。
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2. 酒税率一覧表（平成 18 年５月１日～）
１．酒税法第23条関係

   （※）ホップ等を原料の一部とした酒類で次に掲げるものは、その他の発泡性酒類に含まれる。 
    １ 糖類、ホップ、水及び一定の物品(注)を原料として発酵させたものでエキス分２度以上のもの（そ 

の他の醸造酒） 
 （注）「一定の物品」とは、次のものをいう。 

イ たんぱく質物分解物（大豆を原料とするもの）及び酵母エキス又はこれらとカラメル
ロ たんぱく質物分解物（えんどうを原料とするもの）及びカラメル又はこれらと食物繊維
ハ とうもろこし、たんぱく質物分解物（とうもろこしを原料とするもの）、酵母エキス、アル

コール、食物繊維、香味料、くえん酸三カリウム及びカラメル
２  麦芽及びホップを原料の一部として発酵させた発泡酒(麦芽比率が50％未満のもの)に、大麦又は 
小麦を原料の一部として発酵させたアルコール含有物を蒸留したスピリッツを加えたものでエキス 
分２度以上のもの（リキュール） 

２．租税特別措置法第87条の２関係 
 次の品目のうち、発泡性のない酒類で、アルコール分13度未満のもの（リキュールについては12度未 

満のもの）については、１の表にかかわらず、次表の税率を適用する。 

３．租税特別措置法第 87 条及び第 87 条の６関係 
次の品目のうち、前年度の課税移出数量がそれぞれ 1,300kl 以下である者が、当年度に移出する酒類 

の 200klまでのものについては、１の表により算出した酒税額を次表の割合で軽減した酒税額とする。 
なお、ビール以外の酒類は 28年度～29年度について、ビールは 27 年度について、前年度の課税移 

出数量が 1,000kl超～1,300kl以下の場合には上段の軽減割合、1,000kl以下の場合には下段の軽減割 
合を適用する。 

(注１)  東日本大震災により酒類の製造場に甚大な被害を受けたことについて国税庁長官の確認を受けた 
製造者は、上記の割合で軽減した酒税額を 6.25％軽減した酒税額とする。（平成 25～27年度） 

(注２)  当該免許を受けた日から５年を経過する日の属する月の末日までは経過措置が設けられており、 
下記に応じた軽減割合が適用される。 
・ 平成 20年４月１日から平成 22年３月 31日までの間に初めてビールの製造免許を受けた者にお

ける軽減割合は、当該免許を受けた日から５年を経過する日の属する月の末日までは 20％
・ 平成 22年４月１日から平成 25年３月 31日までの間に初めてビールの製造免許を受けた者にお

ける軽減割合は、当該免許を受けた日から５年を経過する日の属する月の末日までは 15％
・ 平成 25年４月１日から平成 28年３月 31日までの間に初めてビールの製造免許を受けた者にお

ける軽減割合は、当該免許を受けた日から５年を経過する日の属する月の末日までは 15％(平成
27年度以後は 15％又は 7.5％)

酒 類 の 分 類 アルコール分等 １  kl  当  た  り  税  率 

○発泡性酒類（基本税率） 220,000円 

ビ ー ル 220,000円 

発 泡 酒 

麦芽比率50%以上又はアルコール分10度以上 220,000円 

麦芽比率25%以上（アルコール分10度未満） 178,125円 

麦芽比率25%未満（アルコール分10度未満） 134,250円 

そ の 他 の 発 泡 性 酒 類 
ビール及び発泡酒以外の品目の酒類のうち、
アルコール分が10度未満で発泡性を有する
もの（※） 

 80,000円 

○醸造酒類（基本税率） 140,000円 

清 酒 120,000円 

果 実 酒  80,000円 

そ の 他 の 醸 造 酒 140,000円 

○蒸留酒類（基本税率）
21度以上 
21度未満 

200,000円に20度を超える１度ごとに10,000円加算 
200,000円 

連 続 式 蒸 留 
し ょ う ち ゅ う 

21度以上 
21度未満 

200,000円に20度を超える１度ごとに10,000円加算 
200,000円 単 式 蒸 留 

し ょ う ち ゅ う 

原料用アルコール 

ウ イ ス キ ー 
ブ ラ ン デ ー 
ス ピ リ ッ ツ 

37度以上 
37度未満 

370,000円に37度を超える１度ごとに10,000円加算 
370,000円 

○混成酒類（基本税率）
21度以上 
21度未満 

220,000円に20度を超える１度ごとに11,000円加算 
220,000円 

合 成 清 酒 100,000円 

み り ん 20,000円 

甘 味 果 実 酒 
リ キ ュ ー ル 

13度以上 
13度未満 

120,000円に12度を超える１度ごとに10,000円加算 
120,000円 

粉 末 酒 390,000円 

雑 酒 
みりん類似 
21度以上 
21度未満 

20,000円 
220,000円に20度を超える１度ごとに11,000円加算 
220,000円 

品 目 アルコール分等 １  kl 当 た り 税 率 

連 続 式 蒸 留 し ょ う ち ゅ う 
単 式 蒸 留 し ょ う ち ゅ う   
ウ イ ス キ ー 
ブ ラ ン デ ー 
ス ピ リ ッ ツ 
リ キ ュ ー ル 

９度以上13度未満 

９度未満 

80,000円に８度を超える 
１度ごとに10,000円加算 

80,000円 

品  目 
軽減割合 

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 

清酒、連続式蒸留しょうちゅう、 
単式蒸留しょうちゅう、果実酒
（注１） 

20% 20% 20% 
10% 10% 

20% 20% 

合成清酒、発泡酒（注１） 10% 10% 10% 
５% ５% 

10% 10% 

ビール（注２） 15% 15% 
7.5% 新たに免許を受けた日から

５年間を経過する日の属す

る月の末日まで 15% 
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（備考）１．国税庁調べ。
 ２．スピリッツ等には原料用アルコールを含み、雑酒等には粉末酒を含む。
 ３．（　）内は構成比。

271.4  (31.2%) 

212.4  (24.4%) 

78.3  (9.0%) 

54.9  (6.3%) 

55.5  (6.4%) 

47.7  (5.5%) 

40.5  (4.7%) 

5,957.4 

(44.9%) 

1,873.2

(14.1%) 

1,054.8 

(7.9%) 

443.4  (3.3%) 

636.5  (4.8%) 

1,141.9 

(8.6%) 

959.2  (7.2%) 

課税数量 

合 計 

870万KL 

ビール 

連続式蒸留焼酎 

ビール 

発泡酒 

清酒 

（単位：万KL） （単位：億円） 

その他：15.7(1.8%) 

・みりん：10.4(1.2%)

・合成清酒：3.5(0.4%)

・甘味果実酒：1.0(0.1%)

・ブランデー：0.6(0.1%)

・雑酒等：0.2（0.0%）

3. 酒税の課税実績(平成26年度)

その他：92.4(0.7%) 

・みりん：20.8(0.2%)

・合成清酒：34.9(0.3%)

・甘味果実酒：11.9(0.1%)

・ブランデー：24.1(0.2%)

・雑酒等：0.7（0.0%）

果実酒：36.9  
 (4.2%) 

ウイスキー：12.2
     (1.4%) 

スピリッツ等：401.4
(3.0%) 

果実酒：292.6 
(2.2%) 

ウイスキー：421.4
(3.2%) 

単式蒸留焼酎 
単式蒸留焼酎 

連続式蒸留焼酎 

その他の醸造酒 

リキュール

課 税 額 

合 計 

１兆3,274億円 

発泡酒 

リキュール

その他の醸造酒 

清酒 

スピリッツ等：44.4
 (5.1%) 

○低アルコールの酒類が好まれており、ビール・リキュール・発泡酒・その他の醸造酒の合計は、課税数量、課税額ともに全体の6割超を占めて

る。
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4. 酒 類 課 税 数 量 と 課 税 額 の 推 移

課税数量（左軸） 

課税額（右軸） 

課税数量（左軸） 

課税額（右軸） 

課税数量（左軸） 

課税額（右軸） 

課税数量（左軸） 

「課税額」 
平成９年以降、２兆円を下回っている。また消費者の
低価格志向により税率の低い酒類へシフトし、課税数
量の減少割合よりも課税額の減少割合が大きくなっ
ており、ピーク時（昭和63年度）の約60％まで落ち込

課税額（右軸） 

「課税数量」

平成11年度にピーク（1,017万ＫＬ） 
平成26年度はピーク時の約14％減少 
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　(注)１　「国税庁統計年報書」による。
　　 ２　平成27年度は速報値である。
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5. 各酒類の課税数量（構成比率）の推移

（単位：％） 

（年度）

（速報値） 

その他 

ウイスキー等

 

 

果実酒等 発泡酒 
その他の 

醸造酒等 
リキュール清酒 ビール 

しょうちゅう 

（連続式・単式） 

消費者の低アルコール・低価格志向もあり、飲まれる酒類のし好は変化している。

特にビールについては、新ジャンル（その他の醸造酒やリキュール）に移行している状況がみられる。 
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6 . 酒類製造業の推移（免許場数・免許者数）

（出典） 国税庁「統計年報」
（注） 各酒類を通じたものを掲げた。
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7. 酒類卸売業の推移（免許場数・免許者数）

（出典） 国税庁「統計年報」
（注） 販売できる酒類の範囲が全酒類の免許場数及び免許者数を掲げた。
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8. 酒類小売業の推移（免許場数・免許者数）

（出典） 国税庁「統計年報」
（注） 販売できる酒類の範囲が全酒類の免許場数及び免許者数を掲げた。
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○業態別事業者数 ○業態別販売場数 ○業態別小売数量

（小売業者の販売状況　⑴事業者数） （小売業者の販売状況　⑵販売場数） （小売業者の販売状況　⑶小売数量）

区分 区分 区分

業態 業態 業態

者 ％ 場 ％ ｋｌ ％

①一般酒販店 46,621 47.1 ①一般酒販店 48,537 29.8% ①一般酒販店 1,177,861 14.6%

②コンビニエンスストア 34,161 34.5 ②コンビニエンスストア 54,645 33.5% ②コンビニエンスストア 950,552 11.8%

③スーパーマーケット 3,430 3.5 ③スーパーマーケット 20,330 12.5% ③スーパーマーケット 2,989,156 37.0%

④百貨店 102 0.1 ④百貨店 443 0.3% ④百貨店 58,716 0.7%

⑤量販店（ディスカウントストア等） 850 0.9 ⑤量販店（ディスカウントストア等） 3,397 2.1% ⑤量販店（ディスカウントストア等） 1,020,998 12.6%

⑥業務用卸主体店 1,880 1.9 ⑥業務用卸主体店 2,845 1.7% ⑥業務用卸主体店 786,160 9.7%

⑦ホームセンター・ドラッグストア 330 0.3 ⑦ホームセンター・ドラッグストア 11,181 6.9% ⑦ホームセンター・ドラッグストア 687,140 8.5%

⑧その他（農協、生協など） 11,527 11.7 ⑧その他（農協、生協など） 21,697 13.3% ⑧その他（農協、生協など） 409,744 5.1%

合計 98,901 100.0 合計 163,075 100.0 合計 8,080,327 100.0

9. 「酒類小売業者の概況」の概要

小売数量 構成比事業者数 構成比 販売場数 構成比

14.6% 

11.8% 

37.0% 

12.6% 

9.7% 

8.5% 

5.1% 

一般酒販店

コンビニエンスストア

スーパーマーケット

量販店

業務用卸主体店

ホームセンター・

ドラッグストア 

その他 

百貨店 

29.8% 

33.5% 

12.5% 

2.1% 
1.7% 

6.9% 

13.3% 

一般酒販店

コンビニエンスストア

スーパーマーケット

百貨店

量販店

業務用卸主体店

ホームセンター・

ドラッグストア 

その他

47.1% 

34.5% 

3.5% 

11.7% 

一般酒販店 

コンビニエンスストア

スーパー 
マーケット

量販店

業務用卸主体店

ホームセンター・

ドラッグストア 

その他
百貨店
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注１ 平成 12年度及び平成 17年度の各構成比は、「しっ皆調査」の結果を基に算出している（回収率は平成 12年度 71.2％、平成 17年度 55.6％であり、沖縄県に本店のある酒類販売業者は調

査対象から除かれている）。 

２ 平成 26年度の各構成比は、酒類小売業者からの報告（「酒類の販売数量等報告書」及び「『未成年者の飲酒防止に関する表示基準』の実施状況等報告書」）を基に算出している。 

３ 円グラフ下の各数値は、国税庁統計年報の「酒類販売業免許場数(小売に限る)」及び「酒類の販売(消費)数量」を記載している。 

４ 業態の「その他」は、業務用卸主体店、ホームセンター・ドラッグストア、百貨店等である。 また、平成 12年度については、「その他」に「量販店」が含まれている。 

【平成 12年度】 【平成 17年度】 【平成 26年度】 

業
態
別
販
売
場
数
（
場
）

業
態
別
小
売
数
量
（
㎘
）

一般酒販店 

69.8％ 

一般酒販店 

29.8％ 

一般酒販店 

49.3％ 

コンビニ

16.9％ 

コンビニ

33.5％ 

コンビニ

25.4％ 

スーパー

7.2％

スーパー

12.5％ 

スーパー

11.4％ 

その他 

22.2％ 

量販店 

2.1％ 

その他 

12.3％ 

その他 

6.0％ 
量販店 

1.6％ 

176,873場 196,460場 180,726場 

一般酒販店 

14.6％ 

一般酒販店 

55.1％ 

一般酒販店 

27.9％ コンビニ

11.8％ 

コンビニ

11.3％ コンビニ

11.7％ 

その他 

24.0％ 

量販店 

12.6％ 
スーパー

37.0％ ス-パー

29.4％ 

スーパー

18.8％ 

その他 

14.4％ 
その他 

19.3％ 

量販店 

12.1％ 

9,519,513 ㎘ 9,012,408 ㎘ 8,331,433 ㎘ 

9-2.業態別販売場数及び小売数量の推移

10



9-3.酒類小売業者の概況

⑴ 酒類小売業者の概況（一販売場平均）

区 分 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

酒類小売数量（kl） 50.5 50.3 51.0 

酒類売場面積（㎡） 38.6 36.6 38.4 

平均営業時間（時間） 14.9 15.0 15.2 

⑵ 一般酒販店の経営概況（一者平均）

（単位：万円、％） 

区 分 
金額・割合 

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

総売上高 6,104 6,125 6,670 

うち酒類小売売上高 1,829 1,857 1,941 

総売上高に占める割合 30.0 30.3 29.1 

売上総利益 1,242 1,256 1,443 

うち酒類小売売上総利益 314 321 345 

税引前純利益 60 85 123 

総売上高に占める割合 1.0 1.4 1.8 

⑶ 業態別の販売場数

（単位：場、％） 

区 分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

構成比 構成比 構成比 

一 般 酒 販 店 57,129 34.7 54,901 33.1 51,014 31.3 

コンビニエンスストア 50,578 30.7 52,195 31.5 53,095 32.6 

スーパーマーケット 20,667 12.5 20,740 12.5 20,395 12.5 

百 貨 店 432 0.3 443 0.3 424 0.3 

量 販 店 3,572 2.2 3,615 2.2 3,416 2.1 

業 務 用 卸 主 体 店 2,599 1.6 2,704 1.6 2,733 1.7 

ホームセンター・ドラッグストア 9,105 5.5 10,116 6.1 10,485 6.4 

そ の 他 20,677 12.5 21,165 12.8 21,220 13.0 

合 計 164,759 100.0 165,879 100.0 162,782 100.0 

（注） 構成比については、小数点２位以下を四捨五入しているため、合計とは一致しない場合がある。 

⑷ 業態別の販売数量

（単位：kl、％） 

区 分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

構成比 構成比 構成比 

一 般 酒 販 店 1,373,441 16.5 1,299,286 15.6 1,225,690 14.8 

コンビニエンスストア 924,312 11.1 937,960 11.2 919,447 11.1 

スーパーマーケット 2,988,829 35.9 3,010,740 36.1 3,119,726 37.6 

百 貨 店 59,539 0.7 63,082 0.8 61,734 0.7 

量 販 店 1,238,787 14.9 1,177,084 14.1 1,082,796 13.0 

業 務 用 774,626 9.3 840,395 10.1 811,799 9.8 

ホームセンター・ドラッグストア 555,142 6.7 612,626 7.3 674,528 8.1 

そ の 他 409,172 4.9 407,753 4.9 412,931 5.0 

合 計 8,323,848 100.0 8,348,926 100.0 8,308,652 100.0 

（注） 構成比については、小数点２位以下を四捨五入しているため、合計とは一致しない場合がある。 

⑸ 経営組織別事業者数

（単位：者、％） 

区 分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

構成比 構成比 構成比 

個 人 61,507 57.2 59,558 56.5 56,352 55.7 

法 人 ・ そ の 他 46,050 42.8 45,884 43.5 44,880 44.3 

合 計 107,557 100.0 105,442 100.0 101,232 100.0 

⑹ 一般酒販店の売上規模別事業者数

 （単位：者、％） 

区 分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

構成比 構成比 構成比 

300 万円以下 4,640 13.0 4,747 13.7 4,652 14.1 

300 万円超    500 万円以下 3,041 8.5 3,136 9.1 3,137 9.5 

500 万円超    700 万円以下 2,880 8.1 2,785 8.0 2,632 8.0 

700 万円超 1,000 万円以下 3,732 10.5 3,670 10.6 3,503 10.6 

1,000 万円超 1,500 万円以下 4,308 12.1 4,057 11.7 3,890 11.8 

1,500 万円超 2,000 万円以下 3,111 8.7 2,999 8.7 2,781 8.4 

2,000 万円超 2,500 万円以下 2,376 6.7 2,274 6.6 2,129 6.5 

2,500 万円超 3,000 万円以下 1,859 5.2 1,741 5.0 1,543 4.7 

3,000 万円超 4,000 万円以下 2,495 7.0 2,317 6.7 2,182 6.6 

4,000 万円超 5,000 万円以下 1,622 4.5 1,513 4.4 1,415 4.3 

5,000 万円超 １億円以下 3,272 9.2 3,090 8.9 2,872 8.7 

１億円超 2,318 6.5 2,273 6.6 2,260 6.9 

合 計 35,654 100.0 34,602 100.0 32,996 100.0 

（注） 構成比については、小数点２位以下を四捨五入しているため、合計とは一致しない場合がある。 

酒 類 小 売 業 者 の 概 況 に つ い て は 、 国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し て い る 。

(http://www.nta.go.jp/shiraberu/senmonjoho/sake/shiori-gaikyo/kori/04.htm） 
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9-4.酒類卸売業者の概況

⑴ 酒類卸売業者の概況

区分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

１企業平均 １企業平均 １企業平均 

事業者数（者） 1,433 - 1,422 - 1,412 - 

酒類販売数量（kl） 11,969,228 8,353 12,028,176 8,459 13,485,078 9,550 

総売上高（百万円） 32,252,164 22,507 34,933,077 24,566 31,791,487 22,515 

うち酒類卸売上高 5,081,818 3,546 4,937,824 3,472 5,362,795 3,798 

売上総利益（百万円） 1,676,543 1,170 2,068,671 1,455 2,048,225 1,451 

税引前純利益（百万円） 577,473 403 775,139 545 488,965 346 

総従事者数（人） 126,373 88 137,859 97 139,309 99 

うち酒卸売部門 19,760 14 19,222 14 21,137 15 

⑵ 酒類卸売業者の企業規模

（単位：者、％） 

区分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

構成比 構成比 構成比 

協同組合 21 1.5 14 1.0 15 1.1 

１億円超・100 人超の会社 77 5.4 85 6.0 84 5.9 

中
小
企
業 

会
社 

１億円超 ・100 人以下 22 1.5 22 1.5 26 1.8 

１億円以下・100 人超 65 4.5 82 5.8 88 6.2 

１億円以下・100 人以下 1,157 80.7 1,130 79.5 1,127 79.8 

個人 91 6.4 89 6.3 72 5.1 

中小企業計 1,335 93.2 1,323 93.0 1,313 93.0 

企業数合計 1,433 100.0 1,422 100.0 1,412 100.0 

（注）１ 企業規模（区分欄）の金額は資本金を、人数は従業員数を表す。 

２ 構成比については、小数点２位以下を四捨五入しているため、合計とは一致しない場合がある。 

⑶ 税引前純利益金額別企業数
（単位：者、％） 

区分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

構成比 構成比 構成比 

欠損 545 38.0 513 36.1 509 36.0 

～50 万円未満 133 9.3 124 8.7 124 8.8 

～500 万円未満 284 19.8 290 20.4 281 19.9 

～3,000 万円未満 242 16.9 243 17.1 230 16.3 

～1 億円未満 98 6.8 114 8.0 128 9.1 

1 億円以上 131 9.1 138 9.7 140 9.9 

合 計 1,433 100.0 1,422 100.0 1,412 100.0 

（注） 構成比については、小数点２位以下を四捨五入しているため、合計とは一致しない場合がある。 

⑷ 販売先別販売数量

（単位：kl、％） 

区分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

構成比 構成比 構成比 

卸 売 業 者 2,609,599 21.8 2,691,160 22.4 3,637,325 27.0 

小 売 業 者 8,185,092 68.4 8,170,762 67.9 8,519,234 63.2 

消 費 者 1,174,538 9.8 1,166,253 9.7 1,328,519 9.9 

合 計 11,969,228 100.0 12,028,176 100.0 13,485,078 100.0 

（注） 構成比については、小数点２位以下を四捨五入しているため、合計とは一致しない場合がある。 

⑸ 品目別販売数量

（単位：kl、％） 

区分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

構成比 構成比 構成比 

清 酒 923,655 7.7 899,433 7.5 914,024 6.8 

しょうちゅう 1,380,354 11.5 1,377,914 11.5 1,426,051 10.6 

ビ ー ル 3,825,861 32.0 3,906,356 32.5 4,367,271 32.4 

発 泡 酒 1,113,152 9.3 1,028,605 8.6 1,050,424 7.8 

その他の醸造酒 966,675 8.1 893,222 7.4 890,284 6.6 

スピリッツ・リキュール 2,935,526 24.5 3,053,707 25.4 3,889,677 28.8 

そ の 他 824,005 6.9 868,939 7.2 947,346 7.0 

合 計 11,969,228 100.0 12,028,176 100.0 13,485,078 100.0 

（注） 構成比については、小数点２位以下を四捨五入しているため、合計とは一致しない場合がある。 

１ 「酒類卸売業者の概況」（酒類卸売業者実態調査の結果）については、国税庁ホームペ

ージに掲載している。 

（http://www.nta.go.jp/shiraberu/senmonjoho/sake/shiori-gaikyo/oroshiuri/03.htm） 

２ 調査表の回収率は、それぞれ87.3％（平成23年度）、85.6％（平成24年度）、90.3％（平

成25年度）である。 

３ 平成23年度から調査対象者を卸売酒販組合の組合員から、組合員以外の者にも拡充した。 
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○ 酒類業者の自主的な取組を促進するため、平成18年８月に「酒類に関する公正な取引のための指
針」を公表するとともに、取引状況等実態調査を実施

○ 酒類業者の取引に関し独占禁止法に違反する事実があると思料したときは、公正取引委員会に対
しその事実を報告

10. 酒類の公正な取引

・国税庁から公
正取引委員会へ
職員を派遣
・定期的な意見
交換

独占禁止法第45条に基づく報告 

【報告件数 16件（26年度）】 

公正取引委員会

 
 

連携国 税 庁

 
 

事 業 者

取引状況等実態調査
 【調査件数 1,458件（26年度）】 

独占禁止法に基づく

調査

指針に則した取引を

行うよう指導

（酒類市場の現状） 
○ 人口減少社会の到来などにより、国内市場の拡大が困難

○ 酒類小売業の多様化により、事業者間で取扱数量や取引価格に格差

１ 合理的な価格の設定 
  価格は「仕入価格＋販管費＋利潤」となる設定が合理的 
２ 取引先等の公正な取扱い 
  合理的な理由がなく取引価格や取引条件について差別的な 
取扱いをすることは、価格形成を歪める一因 

３ 公正な取引条件の設定 
  取引上優越した地位にある者が、自己に有利な要求や不利 

益な取扱いをする場合、納入業者の経営悪化及び製造業者の 
代金回収に影響 

４ 透明かつ合理的なリベート類 
  透明性及び合理性を欠くリベート類は、廃止していくべき 

酒類に関する公正な取引のための指針 
（平成18年８月） 

酒税の確保及び酒類の取引の安定を図るため、すべての酒類業者が

自主的に尊重すべき酒類に関する公正な取引の在り方を提示 

排除措置命令、警告、

注意等の措置
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11. 酒類に関する公正な取引のための指針(概要)

目的：酒税の確保及び酒類の取引の安定化（酒類業組合法１条）                                    酒類業の健全な発達 

（はじめに） 

① 近年の酒類市場 ⇒ ・ 経営環境の変化（人口減少社会の到来など）・・・・・・・・・・・・・・＞酒類全体では数量ベースでの国内市場の拡大困難

・ 酒類小売業の多様化（ｺﾝﾋﾞﾆ、ｽｰﾊﾟｰ、ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱなど）・・・・・・＞事業者間で取扱数量や取引価格に格差

② 酒類業の健全な発達に向けた課題 ⇒ 「量から質への転換」、「消費者の視点」、「販売管理」、「公正取引の確保」

③ 酒類業組合法第８４条<<酒税保全のための勧告又は命令>>の適用の可能性を踏まえつつ、「酒類に関する公正な取引の在り方」、「公正取引

委員会との連携方法等」を提示 ⇒ 公正取引の確保に向けた自主的な取組を促進

第１ 酒類に関する公正な取引の在り方 

（酒税保全の観点から酒類取引の在り方を提示） 

第２ 取引状況等実態調査の実施及び公正取引委員会との連携等 

（国税庁の対応） 

１ 合理的な価格の設定 

① 価格は「仕入価格＋販管費＋利潤」となる設定が合理的

また、酒類の特殊性から妥当なものであるべき。

② 酒類の特殊性に鑑みれば、顧客誘引のための「おとり商品」として

使用することは不適正な慣行であり改善していくべき。

③ 的確な需給見通しに基づき、適正生産を行うべき。

２ 取引先等の公正な取扱い 

合理的な理由がなく取引先又は販売地域によって取引価格や取引

条件について差別的な取扱いをすることは、価格形成を歪める一因 

３ 公正な取引条件の設定 

スーパー等大きな販売力を持つ者が、自己都合返品、ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ･ﾌﾞ

ﾗﾝﾄﾞ商品の受領拒否、従業員等の派遣、協賛金や過大なセンターフィ

ーの負担等の要求を一方的に行う場合、又はこれらの要求拒否を理

由として不利益な取扱いをする場合は、納入業者の経営を悪化させ、

製造業者の代金回収に影響し、酒税保全上の問題発生のおそれ。

４ 透明かつ合理的なリベート類 

透明性及び合理性を欠くリベート類は、廃止していくべき。 

１ 効果的な取引状況等実態調査の実施等 

① 市場への影響の大きな業者に対し重点的に調査を実施

② 改善指導を行った業者についてはフォローアップ調査を実施

③ 問題取引とその指導事績は可能な限り具体的に公表し、他の業

者において同様の取引が行われないよう啓発

２ 酒税保全措置 

① 酒類業組合法第８４条第１項に規定する過当競争の有無は、第１

の「酒類に関する公正な取引の在り方」を参考に判定

② 酒税保全措置が必要な事態があるときは、事態解消に必要最小

限の措置

３ 独占禁止法違反等への対応 

国税局長は、酒類業者の取引に関し独占禁止法に違反する事実が

あると思料したときは、公正取引委員会に対しその事実を報告 

４ 公正取引委員会との連携等 

① 国税庁は公正取引委員会と流通上の諸問題について協議

② 国税局に市場問題の情報を一元的に管理する担当者を配置

指針に則した取引の実行⇒経営健全性と消費者利益の向上 

平成 18 年 8 月 31 日 

国税庁 （酒税課） 
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12.
酒
類
に
関
す

る
公
正
な
取

引
の
た
め
の

指
針

平
成

18
年

８
月

31
日
 

国
税

庁
 

（
は
じ

め
に

）
 

近
年
の
酒
類

市
場

は
、

人
口

減
少

社
会

の
到

来
、

販
売
業

免
許

基
準

の
緩

和
、

ビ
ー

ル
等

の
新

取
引

制
度

な
ど

経
営

環

境
に
大
き
な
変
化

が
見

ら
れ

る
。

酒
類

小
売

業
の

業
態
は

、
消

費
者

の
購

買
行

動
の

変
化

を
踏

ま
え

、
一

般
酒

販
店

の
ほ

か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス

ト
ア

、
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト
、

ド
ラ

ッ
グ

ス
ト

ア
等

と
多

様
化

し
て

お
り

、
業

務
用

市
場

に
お

い
て
は
全
国
に
チ

ェ
ー

ン
展

開
す

る
料

理
飲

食
店

が
出
現

し
、

事
業

者
間

で
取

扱
数

量
や

取
引

価
格

に
格

差
も

生
じ

て
き

て
い
る

。
 

こ
の
よ
う
な

中
、

今
後

、
酒

類
全

体
で

は
数

量
ベ

ー
ス
で

の
国

内
市

場
の

拡
大

を
期

待
す

る
こ

と
は

難
し

く
、

酒
類

業

が
健
全
に
発
達
し

て
い

く
た

め
に

は
、「

量
か
ら

質
へ
の
転
換

」
を
図

っ
て

い
く

必
要
が

あ
る
。
製

造
業

者
は

的
確

な
経

営

戦
略
に
基
づ
き
高

品
質

・
高

付
加

価
値

の
酒

類
を
適
正
規

模
で

製
造

し
、

卸
売

業
者

は
小

売
業

者
へ

そ
う

し
た

酒
類

を
適

正
に
供
給
し
、
小

売
業

者
は

個
性

あ
る

品
揃

え
な
ど
の
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
等

に
よ

っ
て

差
別

化
を

図
り

つ
つ

未
成

年
者
飲
酒
防
止
な

ど
の

社
会

的
要

請
に

対
応

す
る
た
め
販

売
管

理
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

料
理

飲
食

店
で
は
、
未
成
年

者
飲

酒
防

止
に

配
意

す
る

こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
品

質
を

損
な

う
こ

と
な

く
酒

類
を

提
供

し
て

い
く

こ
と

が
期
待

さ
れ
て
い

る
。

他
方
、
単

に
酒

類
業

界
が
高
利
益

な
酒

類
の

提
供

等
に

よ
り

高
い

マ
ー

ジ
ン

を
確

保
す

る
こ

と
や

販
売
管
理
に
伴
う

過
剰

な
負

担
を

安
易

に
消

費
者

へ
求
め

る
こ

と
も

適
切

で
は

な
い

。
常

に
「

消
費

者
の

視
点

」
を

意
識

し
、
酒
類
の
供
給

者
（

業
界

）
と

実
需

者
（

消
費

者
）
の

利
益

が
最

大
化

す
る

よ
う

に
す

べ
き

で
あ

る
。
 

国
税
庁
は
、
酒
類
業
組

合
の

会
合

な
ど

あ
ら
ゆ

る
機

会
を

通
じ

て
、「

公
正

な
競
争
に

よ
る

健
全

な
酒

類
産

業
の

発
展

の

た
め
の

指
針

（
平

成
10

年
４
月
）」

（
以

下
「

旧
指

針
」
と
い

う
。）

及
び

公
正

取
引

委
員

会
の

「
酒

類
の

流
通

に
お

け
る

不
当
廉
売
、
差
別

対
価

等
へ

の
対

応
に

つ
い

て
（
平
成

12
年

11
月

）」
等
の

周
知

･啓
発

を
図

っ
て

き
た

。
更

に
、

公
正

取
引
委
員
会
と
の

連
携

の
下

、
取

引
状

況
の

実
態

調
査
を

実
施

し
、

旧
指

針
の

ル
ー

ル
に

則
し

て
い

な
い

取
引

が
認

め
ら

れ
た
場
合
に
は
、

そ
の

不
合

理
さ

を
指

摘
し

て
合

理
的
な

取
引

が
行

わ
れ

る
よ

う
改

善
指

導
し

、
公

正
取

引
に

つ
い

て
の

自
主
的
な
取
組
を

促
し

て
き

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
旧
指

針
の

ル
ー

ル
に

則
し

て
い

な
い

不
合

理
な

取
引

が
見

受
け

ら
れ

る
状
況

は
現

在
も

継
続

し
て

い
る

。
ま

た
、
公

正
取

引
委
員

会
に

お
い

て
は

、「
大
規

模
小

売
業

者
に

よ
る

納
入

業
者

と
の

取
引
に

お
け

る
特

定
の

不
公

正
な

取
引

方
法

（
平
成

17
年
５

月
公

正
取

引
委

員
会
告
示
）
」
を

制
定

す
る

な
ど

「
私

的
独

占
の
禁

止
及

び
公

正
取

引
の

確
保

に
関

す
る

法
律
」
（
昭

和
22

年
法

律
第

54
号

。
以
下
「

独
占

禁
止

法
」

と
い

う
。
）
上

の
不
公
正
な
取
引

方
法

の
規

制
に

つ
い

て
の

新
た

な
取
組

も
行

っ
て

い
る

。
 

こ
う
し
た
こ

と
か

ら
、

国
税

庁
は
、
「
酒

税
の

保
全

及
び

酒
類

業
組

合
等

に
関

す
る
法

律
」
（
昭

和
28

年
法
律

第
７

号
。

以
下
「
酒
類
業
組

合
法

」
と

い
う
。
）

第
84

条
《

酒
税

保
全
の
た
め

の
勧

告
又

は
命

令
》

の
適

用
の

可
能

性
を

踏
ま

え
つ

つ
、
酒
類
業
界
の

実
情

に
即

し
た

酒
類

に
関

す
る

公
正
な

取
引

の
在

り
方

を
提

示
す

る
。

ま
た

、
併

せ
て

、
公

正
取

引
委

員
会
と
の
連
携
方

法
等

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
に

よ
り
、
一
層
、
公
正

取
引

の
確
保
に

向
け

た
自

主
的

な
取

組
を

促
進

し
、

酒
税
の
確
保
及
び

酒
類

の
取

引
の

安
定

を
図

る
こ

と
と
す

る
。

こ
の

こ
と

は
、

酒
類

業
の

健
全

な
発

達
に

も
資

す
る

も
の

で
あ
る

。
 

第
１
 

酒
類
に
関

す
る

公
正
な
取

引
の

在
り

方
 

国
税
庁
は
、

酒
税

の
確

保
及

び
酒

類
の

取
引

の
安

定
を
図

る
た

め
、

す
べ

て
の

酒
類

業
者

が
自

主
的

に
尊

重
す

べ
き

酒

類
に
関
す
る
公
正

な
取

引
の

在
り

方
を

以
下

の
と

お
り
提

示
す

る
。
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（
注
）
本
取
引
の

在
り

方
に

抵
触

す
る

と
思

料
さ
れ
る
個

々
の

行
為

は
、

必
ず

し
も

独
占

禁
止

法
第

２
条

《
定

義
》

第
９

項
に
規
定
す

る
不

公
正

な
取

引
方

法
に

該
当

す
る

と
い
う

も
の

で
は

な
く

、
不

公
正

な
取

引
方

法
に

該
当

す
る

か
否

か
は
、
個
別

具
体

的
な

事
案

に
お

い
て

、
行

為
の

意
図
・
目
的

、
取

引
価

格
、
取
引

条
件

、
取

引
形

態
、

市
場

に
お

け
る
競
争
秩

序
に

与
え

る
影

響
等

を
総

合
的

に
勘

案
し
、

公
正

取
引

委
員

会
に

お
い

て
判

断
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
。
 

１
 
合
理
的
な
価

格
の

設
定
 

①
酒

類
の

価
格

は
、
一

般
的
に

は
仕

入
価

格
（
製

造
原
価

）、
販
売

費
及

び
一

般
管

理
費

等
の

費
用

に
利

潤
を

加
え

た

も
の
に
な
る

は
ず

で
あ

り
、

そ
う

し
た

価
格

設
定

が
短
期

的
に

も
中

長
期

的
に

も
合

理
的

で
あ

る
。
 

一
般
に

商
品

価
格

は
、
市
場

に
お
け

る
事

業
者

の
公

正
か

つ
自

由
な

競
争

を
通

じ
て

形
成
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
が

、

酒
類
は
重
要

な
財

政
物

資
で

あ
り

、
ま

た
、
ア
ル

コ
ー
ル

飲
料

と
し

て
社

会
的

配
慮

を
必

要
と

し
、

更
に

は
代

表
的

な
嗜
好

品
と

し
て

国
民

生
活
に
深

い
関

わ
り
を
持

っ
て
い

る
こ

と
か

ら
、

酒
類

の
価

格
に

つ
い

て
は

、
こ

う
し

た
酒

類
の
特
殊
性

か
ら

生
じ

る
多

様
な

要
請

に
応
え
得

る
合
理

的
か

つ
妥

当
な

も
の

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

②
酒
類
は

国
の

重
要

な
財

政
物

資
で

あ
る

こ
と

、
致
酔

性
・

依
存

性
を

有
す

る
社

会
的

に
配

慮
を

要
す

る
財

で
あ

る

こ
と
等
そ
の

特
殊

性
に

鑑
み

れ
ば

、
顧

客
誘

引
の

た
め
の

「
お

と
り

商
品

」
と

し
て

使
用

す
る

こ
と

は
不

適
正

な
取

引
慣
行

で
あ

り
改

善
し

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。
 

ま
た
、

多
種

類
の

商
品

を
取

り
扱

っ
て

い
る

小
売

業
者

が
、
酒

類
の

供
給

に
要

す
る

費
用

を
下

回
る

価
格

、
言

い

換
え
れ
ば
他

の
商

品
の

販
売

に
よ

る
利

益
そ
の
他

の
資
金

を
投

入
し

な
け

れ
ば

困
難

な
低

価
格

を
継

続
的

に
設

定
す

る
こ
と
に
よ

っ
て

競
争

事
業

者
の

顧
客

を
獲
得
す

る
と
い

う
手

段
は

、
酒

類
販

売
に

よ
る

直
接

的
な

損
失

が
あ

っ
て

も
来
店
客
数

、
店

舗
全

体
の

売
上

高
の

増
加
に
よ

っ
て
全

体
の

利
益

を
図

る
こ

と
の

で
き

る
販

売
方

法
で

あ
る

が
、

上
記
の
よ
う

な
酒

類
の

特
殊

性
に

鑑
み

て
も
、
他

の
商
品

と
比

べ
て

そ
の

よ
う

な
販

売
方

法
で

の
弊

害
が

大
き

い
と

考
え
ら
れ
、

そ
の

よ
う

な
不

公
正

な
取

引
慣
行
に

つ
い
て

は
改

善
し

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。
 

③
今
後
、

酒
類

全
体

に
お

け
る

数
量

ベ
ー

ス
で

の
国
内

市
場

の
拡

大
が

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

全
事

業
者

が
独

自

の
判
断

の
下

、
的

確
な

需
給

見
通

し
に

基
づ

き
、

適
正
生

産
を

行
う

こ
と
が
必

要
で

あ
る

。
酒

類
の

著
し

い
供

給
過

剰
は
、

取
引

の
安

定
を

阻
害

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
 

酒
類
業

者
が

経
営

基
盤

の
安

定
を

図
り

つ
つ

消
費

者
ニ

ー
ズ
に

応
じ

た
酒

類
を

的
確

に
供

給
し

て
い

く
た

め
に

は
、

企
業
努
力
に

よ
る

物
流

等
の

業
務

効
率

化
を

反
映

し
た
競

争
を

し
つ

つ
、

個
別

の
取

引
に

お
い

て
適

正
な

利
潤

を
確

保
し
て
い
く

こ
と

が
望

ま
れ

る
。
 

２
 
取
引
先
等

の
公

正
な
取

扱
い
 

酒
類
の
価
格

は
、

取
引

数
量

の
多

寡
、

決
済

条
件

、
配
送

条
件

等
の

相
違

を
反

映
し

て
差

が
設

け
ら

れ
る

こ
と

も
あ

る
が
、
そ
の
差

は
、
取

引
数

量
の

相
違

等
正

当
な
コ
ス

ト
差
に

基
づ

く
合

理
的

な
も

の
で

あ
る
べ

き
で

あ
る
。
同
様

に
、

合
理
的

な
理

由
が

な
い

に
も

か
か

わ
ら

ず
取

引
先

又
は
販

売
地

域
に

よ
っ

て
取

引
条

件
に

差
異

を
設

け
る

こ
と

は
、

公

正
な
取

扱
い

と
は

な
ら

な
い

。
 

取
引
価
格
や

そ
の

他
の

取
引

条
件

に
つ

い
て
、
合

理
的
な

理
由

な
く

差
別

的
な

取
扱

い
を

す
る

こ
と

は
、

酒
類

の
価

格
形
成

を
歪
め
る

大
き

な
一

因
と

な
る

。
 

３
 
公

正
な

取
引

条
件

の
設

定
 

①
百
貨
店

、
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

、
ホ

ー
ム

セ
ン
タ

ー
、

ド
ラ

ッ
グ

ス
ト

ア
等

大
き

な
販

売
力

を
持

つ
者

（
コ

ン

ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト

ア
本

部
等

の
フ

ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ

チ
ェ
ー

ン
の

形
態

を
と

る
事

業
者

を
含

む
。）

が
、
そ
の

購
買

力
を
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背
景
に
取
引

上
優

越
し

た
地

位
に

あ
る

場
合

に
、

自
己
の

都
合

に
よ

る
返

品
、

商
品

購
入

後
に

お
け

る
納

入
価

格
の

値
引
き
、
特

売
用

商
品

の
著

し
い

低
価

納
入
、
プ

ラ
イ
ベ

ー
ト

･ブ
ラ
ン

ド
商

品
の

受
領
拒

否
、

中
元

･歳
暮
な

ど
の

押
し
付
け
販

売
、

従
業

員
等

の
派

遣
、

協
賛
金
や

過
大
な

セ
ン

タ
ー

フ
ィ

ー
等

の
負

担
、

多
頻

度
小

口
配

送
等

の
要

求
を
一
方
的

に
行

う
場

合
、

又
は

こ
れ

ら
の
要
求

に
応
じ

な
い

こ
と

を
理

由
と

し
て

不
利

益
な

取
扱

い
を

す
る

場
合

に
は
、
公
正

な
取

引
条

件
の

設
定

が
妨

げ
ら
れ
る

。
例
え

ば
、

一
方

的
な

都
合

に
よ

る
返

品
や

従
業

員
等

の
派

遣
を

強
要
し
た
場

合
に

は
、

納
入

業
者

に
経

済
上
の
不

利
益
を

及
ぼ

す
こ

と
に

な
り

、
更

に
、

納
入

業
者

の
経

営
を

悪
化

さ
せ
た
と
き

に
は

、製
造
業

者
の
代

金
回

収
に

も
影

響
を

及
ぼ

し
酒

税
の

保
全

上
の

問
題
が

生
じ

る
お
そ
れ

も
あ

る
。
 

②
製
造
業

者
等

が
市

場
調

査
、

販
売

促
進

、
宣

伝
等
の

市
場

活
動

等
を

通
じ

て
経

済
上

の
利

益
を

供
与

す
る

又
は

経

済
上
の
不
利

益
を

課
す

こ
と

に
よ

り
、

流
通

業
者

の
取
引

条
件

等
に

不
当

に
関

与
し

影
響

を
及

ぼ
す

場
合

に
は

、
流

通
業
者
の
事

業
活

動
を

制
限

す
る

こ
と

に
な

る
ば

か
り
で

な
く

、
消

費
者

利
益

を
損

な
う

こ
と

も
あ

る
。

例
え

ば
、

流
通
業
者
の

販
売

価
格

、
取

扱
商

品
、

販
売

地
域

、
取
引

先
な

ど
に

不
当

な
影

響
を

及
ぼ

す
場

合
に

は
、

流
通

業
者

間
の
競
争
を

減
少

さ
せ

、
流

通
業

者
の

自
由

な
事

業
活
動

を
妨

げ
、

消
費

者
の

商
品

選
択

を
狭

め
る

こ
と

に
も

つ
な

が
る
。
 

４
 
透
明
か

つ
合

理
的

な
リ

ベ
ー

ト
類
 

リ
ベ
ー
ト
類

は
、

仕
切

価
格

の
修

正
と

し
て

の
性

格
を
持

つ
も

の
、

販
売

促
進

を
目

的
と

し
た

も
の

、
業

務
効

率
化

へ
の
寄
与
度

等
に

応
じ

て
支

払
わ

れ
る

も
の

等
そ

の
態
様

は
様

々
で

あ
る

が
、

い
か

な
る

形
態

で
あ

れ
透

明
性

及
び

合

理
性
が
必
要

で
あ

る
。

リ
ベ

ー
ト

類
の

透
明

性
が

確
保
さ

れ
て

い
る

と
は

、
そ

の
支

払
基

準
及

び
支

払
時

期
等

が
明

確

に
さ
れ
て
い

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
が

取
引

先
に

事
前
に

開
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

い
う

。
合

理
性

が
確

保
さ

れ
て

い

る
と
は
、
支

払
基

準
が

取
引

数
量

に
基

づ
く

場
合

に
は
輸

送
コ

ス
ト

の
逓

減
効

果
に

よ
っ

て
決

め
ら

れ
る

な
ど

合
理

的

に
説
明

し
得

る
こ

と
を

い
う

。
 

透
明
性
及
び

合
理

性
を

欠
く

リ
ベ

ー
ト

類
は
、
廃
止
し
て

い
く

必
要
が
あ

る
。
 

第
２
 

取
引
状
況

等
実

態
調
査
の

実
施

及
び

公
正

取
引
委

員
会

と
の

連
携

等
 

国
税
庁
は
、

酒
類

取
引

の
実

態
把

握
に

努
め

、
公

正
取
引

委
員

会
と

連
携

し
て

酒
類

の
公

正
な

取
引

が
図

ら
れ

る
よ

う

以
下
の

と
お

り
対

応
す

る
こ

と
と

す
る

。
 

１
 
効
果
的

な
取

引
状

況
等

実
態

調
査

の
実

施
等
 

(1
)
市
場
へ

の
影

響
の

大
き

な
酒

類
業

者
に

対
す

る
重
点

的
な

取
引

状
況

等
実

態
調

査
の

実
施

取
引
状

況
等

実
態

調
査

は
、

市
場

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る
取

引
を

行
っ

て
い

る
と

認
め

ら
れ

る
酒

類
業

者
に

対

し
て
重
点
的

に
実

施
す

る
。
 

な
お
、

関
連

す
る

事
業

場
が

広
範

に
あ

る
酒

類
業

者
に

対
す
る

調
査

は
、

関
係

国
税

局
が

連
携
し
て

実
施

す
る

。

ま
た
、
調
査

の
結

果
、

改
善

す
べ

き
事

項
が

調
査

を
受
け

た
酒

類
業

者
の

全
部

又
は

大
部

分
の

事
業

場
に

及
ぶ

場
合

は
、
本
店
に

対
し

て
総

括
的

な
指

導
を

行
い

、
公

正
取
引

に
向

け
た

全
社

的
な

取
組

を
促

す
。
 

（
注
）
取
引

状
況

等
実

態
調

査
の

実
施

に
当
た
っ

て
は
、

事
前

通
知

を
行

い
、

調
査

の
趣

旨
に

つ
い

て
「

酒
類

業
組

合
法

第
84

条
に

基
づ

く
酒

税
保
全
措

置
が

必
要

な
事

態
が
生

じ
て

い
な

い
か

ど
う

か
を

判
断

す
る

た
め

に
同

法
第

91
条

の
質

問
検

査
権
を
行
使

し
て

実
施

す
る

も
の

で
あ

る
。」

旨
を

説
明

す
る

。
 

(2
)
フ

ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ

調
査

の
実

施

個
別
に

改
善

指
導

を
行

っ
た

酒
類

業
者

に
つ

い
て

は
、

フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査
を
実

施
す

る
。

相
当
期
間

経
過

後
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に
お
い
て
も

改
善

が
認

め
ら

れ
な

い
場

合
は

、
必

要
に
応

じ
調

査
対

象
者

へ
の

酒
類

納
入

業
者

に
対

し
臨

場
す

る
な

ど
、
更
に
深

度
あ

る
調

査
を

実
施

し
て

、
改

善
で

き
な
か

っ
た

理
由

の
解

明
等

を
行

い
、

改
善

に
向

け
た

更
な

る
指

導
等
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

。
 

(3
)
取
引
状

況
等

実
態

調
査

の
実

施
状

況
の

公
表

取
引
状

況
等

実
態

調
査

に
よ

っ
て

把
握

し
た

問
題

取
引

と
そ
の

指
導

事
績

に
つ

い
て

は
、

可
能

な
限

り
具

体
的

に

公
表
し
、
他

の
酒

類
業

者
に

お
い

て
同

様
の
取
引

が
行
わ

れ
な

い
よ

う
啓

発
す

る
。
 

２
 
酒

税
保

全
措

置
 

酒
類
業
組
合

法
第

84
条
《

酒
税

保
全

の
た

め
の

勧
告

又
は
命

令
》
第

１
項

に
規

定
す
る
「

酒
類

の
販

売
の

競
争

が
正

常
の
程
度
を

こ
え

て
行

な
わ

れ
て

い
る

」
事

態
が

あ
る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

、
第

１
の

「
酒

類
に

関
す

る
公

正
な

取

引
の
在

り
方
」（

以
下

「
酒
類

取
引

の
在

り
方
」
と

い
う

。）
を

参
考

と
し

、
酒

類
取

引
の

在
り

方
か

ら
の

逸
脱

の
程

度

等
に
よ
り
判

定
す

る
。

当
該

事
態

に
よ

り
、

酒
類

の
取
引

の
円

滑
な

運
行

が
阻

害
さ

れ
、

更
に

、
酒

類
製

造
業

又
は

酒

類
販
売
業
の

経
営

が
不

健
全

と
な

っ
て

い
る

事
態

が
現
に

生
じ

て
お

り
、

又
は

将
来

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

り
、

そ
の

結

果
、
酒
税
の

滞
納

若
し

く
は

脱
税

が
行

わ
れ

て
い

る
事
態

が
現

に
生

じ
て

お
り

又
は

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

き
は

、

こ
れ
ら
の
事

態
又

は
そ

の
お

そ
れ

を
解

消
す

る
た
め
に
必

要
最

小
限
の
措

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 
独

占
禁

止
法

違
反

等
へ

の
対

応
 

(1
)
国

税
局

長
に

よ
る

公
正

取
引

委
員

会
へ

の
報

告

国
税
局

長
（
沖

縄
国

税
事

務
所

長
を

含
む
。
）
は

、
取

引
状

況
等

実
態
調

査
の

実
施

等
に

よ
り
、
酒

類
業

者
の

取
引

に
関
し
、
独

占
禁

止
法

の
規

定
に

違
反

す
る

事
実

が
あ
る

と
思

料
し

た
と

き
は

、
公

正
取

引
委

員
会

（
地

方
事

務
所

等
を
含

む
。
）
に

対
し

、
同

法
第

45
条
《

違
反

事
実
の

報
告

･探
知
》
第
１

項
の

規
定

に
基

づ
き

、
そ
の

事
実
を

報
告

し
、
適
当
な

措
置

を
と

る
べ

き
こ

と
を

求
め
る
。
 

(2
)
酒
類
業

者
、

業
界

団
体

、
消

費
者

団
体

等
か

ら
の
通

報
へ

の
対

応

イ
酒

類
の

取
引

に
関

し
、

酒
類

業
者

、
業

界
団

体
、
消

費
者

団
体

等
か

ら
、

酒
類

取
引

の
在

り
方

に
則

し
て

い
な

い
疑
い

の
あ

る
事

例
に

つ
い

て
通

報
が

あ
っ

た
場

合
は

、
取
引

状
況

等
実

態
調

査
を

実
施

す
る

な
ど

適
切

に
対

応

す
る
。
 

ロ
酒
類
業

者
、

業
界

団
体

、
消

費
者

団
体

等
か

ら
、
独

占
禁

止
法

に
違

反
す

る
疑

い
の

あ
る

事
例

に
つ

い
て

、
例

え
ば
、
「
独
占
禁

止
法

の
不
当

廉
売

に
該

当
す

る
の

で
は

な
い

か
。」

と
相

談
が
あ
っ

た
場

合
は

、
必

要
に

応
じ

、

同
法

第
45

条
に

基
づ

く
公
正
取
引

委
員
会
へ

の
報

告
手

続
に

つ
い

て
説

明
す

る
。
 

（
注
）

独
占

禁
止

法
に

違
反

す
る

疑
い

の
あ

る
事

例
に

係
る
相

談
の

う
ち

、
独

占
禁

止
法

違
反

被
疑

事
実

に
関

係

す
る
事

業
者

に
雇

用
さ

れ
て

い
る
労
働

者
（
当
該
事

業
者

を
派

遣
先

と
す

る
派

遣
労

働
者

を
含
む

。）
か
ら

の

も
の
で

あ
る

場
合

は
、
必

要
に

応
じ
、
公
正

取
引

委
員

会
の

公
益

通
報

者
保

護
法
（

平
成

16
年

法
律

第
122

号
）
の

通
報

受
付

窓
口

を
教

示
す

る
。
 

(3)
排

除
措

置
命

令
等

を
受

け
た

者
へ

の
対

応

排
除
措
置
命

令
又

は
警

告
な

ど
酒

類
業

者
に

係
る

独
占

禁
止
法

違
反

等
の

事
実

が
公

正
取

引
委

員
会

か
ら

公
表

さ

れ
た
場
合
に

お
い

て
、

そ
の

違
反

等
の

行
為

が
酒

類
取
引

の
在

り
方

に
則

し
て

い
な

い
と

認
め

ら
れ

る
と

き
は

、
必

要
に
応
じ
酒

税
保

全
の

観
点

か
ら

関
係

酒
類

業
者

に
対
し

酒
類

取
引

の
在

り
方

に
則

し
た

取
引

を
行

う
よ

う
的

確
に

行
政
指
導
す

る
。
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４
 
公
正
取

引
委

員
会

と
の

連
携
等
 

国
税
庁
は
、

公
正

取
引

委
員

会
と

定
期

的
に

意
見

交
換
の

機
会

を
設

け
、

酒
類

市
場

に
お

け
る

流
通

上
・

取
引

慣
行

上
の
諸

問
題
に
つ

い
て

協
議

す
る

。
 

ま
た

、
国

税
局
（

沖
縄

国
税

事
務

所
を

含
む
。
）
と
公

正
取

引
委

員
会
地

方
事

務
所

等
に

お
い
て

は
、
そ

れ
ぞ

れ
連

絡

担
当
者
を
設

け
て

相
互

の
連

絡
体

制
を

確
保

し
、

緊
密
な

連
携

を
図

る
。

こ
の

場
合

、
国

税
局

に
お

い
て

は
、

酒
類

市

場
に
お
け
る

流
通

上
･取

引
慣

行
上

の
諸

問
題

に
つ

い
て

の
情

報
を

一
元

的
に

管
理
す

る
「
公
正

取
引

担
当

者
」
を
配

置

す
る
も
の
と

し
、

公
正

取
引

委
員

会
地

方
事

務
所

等
と
の

連
携

強
化

及
び

取
引

状
況

等
実

態
調

査
の

充
実

を
図

る
。
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（H28.2.12 公表） 

13. 酒類の取引状況等実態調査実施状況の公表について
平成26事務年度分（平成26年７月～平成27年６月） 

表１ 平成26事務年度の実施場数等 

一般調査 フォローアップ調査 合  計 報告件数 

調査場数 1,458 場 95 場 1,553 場 16 件 

表２ 一般調査実施場数の推移 

平成 22 

事務年度 

平成 23 

事務年度 

平成 24 

事務年度 

平成 25 

事務年度 

平成 26 

事務年度 

調査場数 1,888 場 1,563 場 1,711 場 1,352 場 1,458 場 

表３ 一般調査の実施状況 

調査対象者 
の業態等 

調 査 
場 数 

「指針のル
ー ル １ ～
４」に則し
ていない取
引が認めら
れた場数 

「ルール１」 
合理的な価格の設定をして 
いないと認められたもの 

「ルール２」
取引先等の
公正な取扱
いが行われ
ていないと
認められた
もの 

「ルール３」
公正な取引
条件の設定
がなされて
いないと認
められたも
の 

「ルール４」リ
ベート類の
提供が透明
かつ合理的
でないと認
められたも
の 

総販売原価
を下回る価
格での販売
が認められ
たもの 

仕 入 価 格
（ 製 造 原
価）を下回
る価格での
販売が認め
られたもの 

場 場 場 場 場 場 場

小売業者 1,233 1,225 1,225 339 7 6 2 

卸売業者 144 138 110 33 66 1 70 

製造業者 81 78 66 20 68 1 68 

合 計 1,458 1,441 1,401 392 141 8 140 

（注１） 調査した取引の中に、１取引でも総販売原価を下回る価格での販売等が認められた場合について１場と数えている。 

（注２） 複数の「指針のルール」に則していない取引が認められた場合には、それぞれの項目に１場として数えているため、 

「『指針のルール１～４』に則していない取引が認められた場数」と各項目の合計は一致しない。 

（注３） 総販売原価とは、仕入価格（製造原価）に販売費・一般管理費等を加えたものをいう。 

（注３） 

（注１） 

（注２） 

平成 28年２月 

国 税 庁 

表４ フォローアップ調査の実施状況 

調査対象者 

の業態等

調査(確認) 

場 数

（ａ） 

指摘事項に改善が 

認められたもの 

指摘事項に改善が 

認められなかったもの 

（ｂ） 

割合 

（ｂ/ａ） （ｃ） 

割合 

（ｃ/ａ） 

場 場 ％ 場 ％ 

小売業者 66 63 95.5 3 4.5 

卸売業者 10 10 100.0 0 0.0 

製造業者 19 18 94.7 1 5.3 

合 計 95 91 95.8 4 4.2 
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